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令和７年度 事業報告 

 

第１ 交通安全推進事業（公益目的事業 1） 
１ 交通安全意識向上事業 
（（１１））交交通通安安全全地地域域指指導導者者セセミミナナーー  

ア 交通安全及び飲酒運転根絶について、地域指導者研修会を開催し、最新情報の共有と交通安全活

動への意識の向上を図るとともに、啓発活動を行うための参考情報を提供しました。 

イ 北海道ブロック「令和７年度交通ボランティア等講習会」（内閣府主催）について、交通安全活

動の実践的指導方法の習得や指導者としての資質の向上を図るため、各地区交通安全推進員等が現

地及びオンラインで講習会に参加し指導技法を習得しました。 

（（２２））飲飲酒酒運運転転根根絶絶研研修修  

   飲酒運転根絶の活動に必要な知識等に精通した人材を育成するため、市町村職員、交通安全推進員、 

  交通安全指導員等を対象に全道１４ヶ所（（総合）振興局管内）において研修会を開催し、飲酒運転 

根絶への意識の向上を図るとともに啓発活動における参考情報を提供しました。 

地 区 開催月日 参加者数 主な開催内容 

空 知 ２月２７日 ７０ ＡＳＫ認定飲酒運転防止上級インストラクターの講演など 

石 狩 ３月１３日 ３６ 道警察本部の講演 

後 志 ３月１０日 ３０ 道警察倶知安警察署の講話、取組状況 

胆 振 ３月２３日 ６４ 管内の交通事故概況、道交法改正等の情報提供など 

日 高 １１月２８日 ５０ 道警察浦河警察署の講演、ＤＶＤの上映 

渡 島 ２月１０日 ２０ 道警察函館西警察署の講演など 

檜 山 １２月２２日 ２２ 道警察江差警察署の講演、情報共有、ＤＶＤ上映 

上 川 ２月１８日 ５６ 道警察旭川方面本部の講演 

留 萌 １２月１８日 ９３ 道警察留萌警察署、留萌自動車学校の講演、ＤＶＤ上映 

宗 谷 １２月１０日 ５７ 道警察稚内警察署、新潟大学の講演 

オホーツク １１月１８日 ６８ 元砂川高等学校長の講演、情報提供など 

十 勝 １１月４日 ２０ 道警察釧路方面本部の講演（十勝、釧路、根室合同開催） 

釧 路 １１月４日 ３０ 道警察釧路方面本部の講演（十勝、釧路、根室合同開催） 

根 室 １１月４日 ２８ 道警察釧路方面本部の講演（十勝、釧路、根室合同開催） 

計  ６４４  

（（３３））交交通通安安全全研研修修会会等等へへのの講講師師のの派派遣遣  

企業・団体等が開催する交通安全研修会等に講師として職員を派遣し、交通安全意識の高揚に努め

ました。 

   ・５回派遣 

５月３０日（札幌市）６月４日（旭川市）６月１０日（旭川市）１０月１５日（札幌市） 

１１月２５日（北広島市） 

 

２ 調査・研究事業 

（（１１））交交通通安安全全推推進進員員のの設設置置等等  

ア  交交通通安安全全推推進進員員のの設設置置  

総合振興局・振興局内に設置されている地区交通安全推進協議会事務局に交通安全推進員１４名

を配置し、地域において効果的な交通安全運動を推進するほか、地域の実情に応じた交通安全に関す

る調査を実施し、地域住民に提供しました。 

イ  交交通通安安全全推推進進員員のの研研修修  

    各地区交通安全推進員を対象に研修会を開催し、事業概要、交通安全運動の取り組み方や活動事

例について研修しました。 

   ・４月２１日 札幌駅前ビジネススペース 

（（２２））デデイイ・・ラライイトトのの点点灯灯率率・・夜夜光光反反射射材材等等のの調調査査 

ア 各地区交通安全推進員により、デイ・ライトの点灯率を年１回（春）調査し、調査結果を関係機

関・団体に提供しました。 

イ 夜光反射材の着用促進を図るため、一般社団法人北海道ハイヤー協会の協力を得て、タクシード
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ライバーを対象に意識調査（８月・ドライバー４８０名）を実施したほか、これまでの調査結果を

活用し、夜光反射材の普及啓発用のチラシを作成しました。 

 

３ 広報事業 

（（１１））交交通通安安全全総総決決起起大大会会等等のの開開催催  

   アア  期期別別運運動動  

     春、夏、秋及び冬の４期４０日間、関係機関・団体と連携し、交通安全運動の重点を中心に、決

起大会、初日行事や街頭啓発等を実施し、交通安全を呼びかけました。 

運動の種類 運動期間 主要行事 

春の全国交通安全運動 
4 月 6 日～15 日 道民の集い（4月 4 日） 

ゲスト：桜井良太さん 

夏の交通安全運動 7 月 13 日～22 日 飲酒運転根絶の日決起大会（7月 11 日） 

秋の全国交通安全運動 
9 月 21 日～30 日 交通安全道民総決起大会（9月 19日） 

ゲスト：滝谷美夢さん 

冬の交通安全運動 
11月 13 日～22 日 セーフティコール（11 月 13 日） 

ゲスト：トラックめいめいさん 

   イイ  飲飲酒酒運運転転根根絶絶のの日日等等  

   ① ７月１３日の「飲酒運転根絶の日」には、北海道飲酒運転の根絶に関する条例に基づき、道民

の飲酒運転根絶の気運を高めるための啓発活動や広報活動を関係機関・団体と連携しながら、実

施しました。 
   ② ７月１３日に、株式会社ファイターズスポーツ＆エンターテイメントの協力のもと、交通安全

対策七者連絡会議が主体となり、北広島市及び北海道交通安全指導員連絡協議会との連携により、

エスコンフィールド北海道での飲酒運転根絶の啓発を実施したほか、球場内では北海道知事から

の飲酒運転根絶に向けた道民へのメッセージ動画を大型スクリーンで放映しました。 
③「飲酒運転根絶対策期間」(１２月)中の１２月１日に、交通安全対策七者連絡会議などの関係機

関協力のもと、ココノススキノ前交差点などで啓発活動や飲食店を訪問したほか、１２月１８日

には「飲酒運転根絶キャンペーン in アリオ札幌」を開催し、飲酒運転根絶の徹底を呼びかけまし

た。 

④ ５月９日の「飲酒運転根絶～スターダストレビューのア・カペラライブ in アリオ」(札幌方面

東警察署等主催）、６月６日の「飲酒運転撲滅集会」(砂川市主催)、１１月２０日の「飲酒運転

根絶シンポジウム」(道主催)にそれぞれ出席したほか、街頭啓発に参加するなどしました。 
  ウウ  交交通通事事故故死死ゼゼロロをを目目指指すす日日  
    道民の交通安全意識の高揚を図るため、関係機関・団体等と連携し「交通事故死ゼロを目指す日」

（４月１０日、９月３０日）の啓発を実施し、安全意識の高揚を図りました。 
  エエ  道道民民交交通通安安全全のの日日  

    毎月１５日の「道民交通安全の日」には、関係機関・団体と連携し街頭啓発を実施したほか、交

通安全旗の掲出や啓発資材を配布し、道民交通安全の日の周知と安全意識の高揚を図りました。 

  オオ  自自転転車車安安全全日日  

    毎月第１、第３金曜日の「自転車安全日」には、関係機関・団体等と連携し、歩行者保護、交差

点の安全通行、ヘルメット着用等マナーの向上と自転車の安全利用を呼びかけました。 

  カカ  そそのの他他のの交交通通安安全全のの日日  

① 無事故の日 

      ６月２５日の「無事故の日」には、全道各地の交通安全母の会を中心として、関係機関・団体等 

と連携しながら街頭啓発等を実施し、無事故の日の周知と安全意識の高揚を図りました。 

② バイクの日 

・８月１９日の「バイクの日」に合わせて、市町村が主体となり、二輪車の来訪が多い観光地等で 

安全意識の高揚と事故防止を呼びかけました。 

   ・７月６日の北海道二輪車普及安全協会等が主催する「２０２５バイク交通安全啓発パレード～第 

２３回「バイクにフレンドシップ in さっぽろ」（北海道二輪車普及安全協会等主催）に出席し、啓 

発等に参加しました。 

キキ  そそのの他他  

全道交通死亡事故多発警報（９月１８日～２０日、１２月１２日～１８日）の発表に伴い、当委 
員会の正会員、賛助会員に向け交通安全の徹底を呼びかけたほか、関係機関・団体等と連携しなが 
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ら街頭啓発等を実施しました。 

（（２２））広広報報啓啓発発事事業業  

 アア  企企業業等等とと連連携携ししたた広広報報活活動動のの実実施施  

 ① 交通事故死ゼロの早期実現に向け、正会員・賛助会員のほか、企業・団体など様々な業界とと

もに「みんなでつくる交通安全の輪」を広げるため、それぞれの強みを生かした取組について意見

交換を行うとともに、取組事例を順次ホームページ等で紹介しています。 

     ○令和７年度の掲載内容等 

     ・１０年目の「飲酒運転根絶の日」 

     ・対談：会長×公益財団法人交通遺児育英会石橋会長（７月１３日の北海道新聞に掲載） 

   ② 企業・団体等が開催する大会や研修会において、自主的な交通安全の取組について呼びかけを 

お願いしているほか、必要に応じて交通安全情報等を提供しました。（北海道交通安全指導員連 

絡協議会総会、北海道町内会連合会の大会において、飲酒運転根絶等のチラシを提供） 

   ③ その他企業との連携    

     道内のコンビニやゴルフ場、ネクスコ東日本、北海道銀行、ガソリンスタンドなどと連携し、 

各種啓発活動を実施しました。 

  イイ  メメデディィアア等等をを活活用用ししたた広広報報活活動動  

   ① 北海道日刊スポーツ新聞社と連携し、新聞紙面を活用した広範な広報活動を実施（年間１２回） 

   ② 北海道自家用自動車協会連合会の協力により、同会発行の月刊「北海道自家用新聞」における 

交通安全の取組紹介（年間１２回） 

   ③ 一般財団法人北海道老人クラブ連合会の協力により、同会発行の「老人クラブ道老連会報」に 

おける交通安全の取組紹介（年間２回） 

ウウ  機機関関誌誌のの発発行行  

    当委員会における交通安全活動の状況や関係機関・団体の特色ある交通安全活動や地域の話題を

掲載した機関誌「ゆっくり走ろう北海道」を発行し、交通安全情報を提供して安全意識の高揚を図

りました。 

 ・８月、1月発行 各１１,０００部 

エエ  ホホーームムペペーージジ、、ＳＳＮＮＳＳ等等にによよるる発発信信  

    当委員会のホームページ、ＳＮＳ（Facebook、X）、YouTube チャンネルにより、交通安全情報や

取組等について広く発信しました。 

（（３３））飲飲酒酒運運転転根根絶絶のの日日決決起起大大会会のの開開催催  

  アア  決決起起大大会会のの開開催催  

①   ７月１３日の「飲酒運転根絶の日」を広く道民に周知するとともに、道民一人一人に飲酒運転

の根絶に向けて、「飲酒運転をしない、させない、許さない、そして見逃さない」という規範意

識の醸成を図るため、全道（総合）振興局管内において「飲酒運転根絶の日決起大会」を開催し

ました。 

②  札幌市での大会（交通安全対策七者連絡会議主催）を次のとおり開催しました。 

〇日時、場所等 

７月１１日 共済ホール ４００名参加 

     〇開催内容 

・「令和６年飲酒運転根絶！高校生メッセージコンクール」入賞作品紹介 

     ・「～飲酒運転根絶～依存症本人が語る、お酒の危険性」 

      ㈱エム・エス・ビー代表取締役 阿部孝義 様 

     ・飲酒運転根絶ミュージカル「未来へ」 

劇団フルーツバスケットの皆さん 

・飲酒運転根絶メッセージと道民宣言 

      劇団フルーツバスケット 関 美怜 様  

  イイ  ポポススタターー・・チチララシシのの作作成成等等  

「飲酒運転根絶の日」を周知するとともに、一年を通して飲酒運転根絶の普及啓発をするため、本

年度も飲酒運転根絶アンバサダー「やべーべや」を活用し、チラシやポスター等を作成、各市町

村・関係機関・団体等に配布しました。  

・チラシ１８１，５００枚、ポスター３２，４００枚 
ウウ  ロロゴゴママーークク等等のの活活用用促促進進      

飲酒運転根絶ロゴマークや飲酒運転根絶アンバサダーについて、期別運動等で作成するポスター、
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チラシなどの啓発資材等に掲載するなどして、効果的な活用を推進するとともに、道内の関係団体

や企業等の積極的な活用を促進しました。  

（（４４））地地域域連連携携型型飲飲酒酒運運転転根根絶絶事事業業  

    アア  会会員員・・企企業業とと連連携携ししたた飲飲酒酒運運転転根根絶絶活活動動  

        道内のコンビニやゴルフ場、ネクスコ東日本、北海道銀行、ガソリンスタンドなど、関係機関・ 

企業を中心に根絶への協力を積極的に働きかけ、各種啓発活動をサイネージや機関誌等で周知し、

根絶への取組を北海道全体に広げました。 

イイ  飲飲酒酒運運転転根根絶絶宣宣言言飲飲食食店店等等のの登登録録制制度度 

飲酒運転根絶に関する取組を宣言する飲食店及び酒類販売店等を登録しました。 

・１１２店登録（合計１，２７３店登録） 

ウウ  飲飲酒酒運運転転根根絶絶宣宣言言事事業業者者のの登登録録制制度度  

道と連携し、公益社団法人北海道トラック協会、一般社団法人北海道建設業協会、ほくでんグル

ープ及び一般社団法人北海道バス協会に引続き、一般社団法人北海道ハイヤー協会、ネクスコ東日本の

協力を得て「飲酒運転の根絶に取り組む宣言」を行った事業者を登録しました。 

・７６者登録（合計２，７９０者登録） 

  エエ  飲飲酒酒運運転転根根絶絶！！高高校校生生メメッッセセーージジココンンククーールル  

道内の高校生から飲酒運転根絶メッセージ（１００文字程度）を募集し、そのメッセージを活用

して啓発活動を実施することで、飲酒運転を見逃さないという社会全体の意識の高揚を図りました。 

   ・募集期間 ７月１日～１０月３１日 

   ・応募作品 ６７２作品 

   ・表彰等 

最優秀賞（北海道知事賞） 

優 秀 賞（北海道教育委員会教育長賞、北海道警察本部長賞、札幌市長賞） 

優 良 賞（公益社団法人北海道交通安全推進委員会会長賞、一般財団法人北海道交通安全協会 

会長賞、一般社団法人北海道安全運転管理者協会会長賞） 

飲酒運転根絶アンバサダー「やべーべや」特別賞 

・後援 

北海道、北海道教育委員会、北海道警察、札幌市、一般財団法人北海道交通安全協会、一般社 

団法人北海道安全運転管理者協会 

・協力 

ＨＢＣラジオ、ＳＴＶラジオ、エフエム北海道、日本コミュニティ放送協会北海道地区協議会 

（地域ＦＭ） 

・ラジオ放送時期 １２月～１月 

・ラジオ放送回数 ３０８回（全道ラジオ局３局、地域ＦＭ局２４局） 

  オオ  大大学学等等とと連連携携ししたた飲飲酒酒運運転転根根絶絶等等のの活活動動  

    北海道、一般財団法人北海道交通安全協会、日本私立大学協会北海道支部及び北海道科学大学の 

協力を得て、交通安全と飲酒運転根絶の体験型による啓発活動を実施しました。 

・９月２０日～２１日 北海道科学大学の大学祭におけるブース出展 

カカ  そそのの他他  

令和３年度から令和５年度まで実施した、道内の大学生等を対象とした「北海道から飲酒運転を 

根絶！学生ＰＲ動画コンテスト」の作品についてホームぺージで公開しており、幅広く活用しまし

た。 

また、飲酒運転根絶に関する取組を推進するため、啓発資材を作成し、市町村等に配布すること

で地域との連携を図りました。 

・ポケットティッシュ ９０，０００個、ウエットティッシュ １０，０００個 

・クリアファイル    ８，０００枚 

 

４ 表彰事業 

（（１１））ゼゼロロ運運動動顕顕彰彰  

 ア 交通事故死ゼロ継続期間が、基準日数に達した市区町村の交通安全推進委員会等を表彰しました。 

月別 市区町村名（日数） 市区町村計 

４月 
上ノ国町（6,000）由仁町（1,000）共和町（1,000）赤井川村（1,000）  

長万部町（1,000）標津町（1,000） 
５町１村 
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５月 
泊村（6,000）小清水町（4,000）利尻富士町（3,000）新ひだか町(2,000)

新篠津村(1,000) 壮瞥町(1,000) 恵庭市(500) 
１市４町２村 

６月 
置戸町（3,000）南富良野町（1,000）稚内市（1,000）幌延町（1,000） 

白糠町（1,000） 
１市４町 

７月 黒松内町（1,000）平取町（1,000） ２町 

８月 三笠市（1,000）安平町（1,000）大空町（1,000） １市２町 

９月 雄武町（3,000）札幌市豊平区（500） １区１町 

10 月 栗山町（1,000）音威子府村（1,000） １町１村 

11 月 奈井江町(2,000) 札幌市南区(500) １区１町 

12 月 京極町(8,000) 留寿都村(2,000) 斜里町(1,000) 中札内村(1,000) ２町２村 

１月 奥尻町(2,000) 別海町(1,000) 滝川市(500) １市２町 

２月 該当なし  

３月 沼田町(5,000)和寒町(2,000)古平町(1,000)八雲町(1,000)札幌市西区(500) １区４町 

４１市区町村（４市３区２８町６村）表彰 

（うち副賞の贈呈は５市町～稚内市、利尻富士町、置戸町、雄武町、沼田町） 

（（２２））指指導導員員・・奉奉仕仕員員表表彰彰 

  ア 永年にわたり交通安全運動推進のため活躍した交通安全指導員及び交通安全奉仕員１２５名を表 

彰しました。 

  イ 市町村交通安全推進委員会等に勤務し、交通安全運動推進のため活躍した交通安全指導員３名を 

表彰しました。 

（（３３））母母のの会会会会員員表表彰彰  

   永年にわたり子供や高齢者等に対する交通安全活動推進のため活躍した交通安全母の会会員４６名

を表彰しました。 

（（４４））一一般般表表彰彰  

 地域又は職域等において交通安全推進のため顕著な活動をした７名・３団体を表彰しました。 

（（５５））業業務務貢貢献献表表彰彰  

      交通安全推進事業等へ寄付をいただいた次の団体等に対し、感謝状を贈呈しました。  

・一般社団法人空知建設業協会 

・八剣山パークゴルフ場 

・全国共済農業協同組合連合会北海道本部 

・建設産業交通安全推進北海道本部 

・全日本空輸株式会社（ＡＮＡオープンゴルフトーナメント大会） 

・小林豊子きもの学院北海道本部・北海道講師会 

・三井住友海上火災保険株式会社北海道中央支店ＭＳＡ 

・北海道自家用自動車協会連合会 

（（６６））北北海海道道交交通通安安全全功功労労者者等等表表彰彰式式のの開開催催  

   道と共催で表彰式を開催し、指導員、母の会会員等を表彰しました。 

  ・１月２８日 ホテルポールスター札幌 

 

５ 交通安全啓発支援事業 

（（１１））交交通通安安全全運運動動等等啓啓発発事事業業  

  ア 各期の交通安全運動の重点等を周知するため、交通安全運動ポスター・チラシ等を作成し、各市

町村や関係機関・団体等に配布しました。 

種別 期別運動等名 作成部数 

ポスター 夏、冬の交通安全運動用 夏  9,100 枚、冬  9,000枚 
 

チラシ 
春、秋の全国交通安全運動用 春 33,000 枚、秋 32,500枚 

夏、冬の交通安全運動用 夏 51,000 枚、冬 51,000枚 

   (※春と秋のポスターは、全国運動のため内閣府で作成) 

イ 交通安全に関する視聴覚教材（ＤＶＤ）を購入し、市町村や団体等に貸出し、安全意識の高揚を図り

ました。 

・ＤＶＤ貸出件数 １７８件、視聴者（延べ数）１８，３８７名 

         ウ  市町村等の広報活動支援のため、広報啓発用音声データを作成し、ホームページに公開（ダウンロ
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ード可）しました。 

      （（２２））自自転転車車のの交交通通事事故故防防止止事事業業  

ア 自転車利用時の安全運転意識の向上や、マナーアップを図るため、小学生、中学生及び高校生を

対象に、「自転車安全利用五則」や法改正等を盛り込んだリーフレットデータ（ダウンロード可）

を作成・配付したほか、一般向けの「自転車安全啓発チラシ」を作成しました。 

 ・チラシ １５，０００部 

  イ １００名をモニターとしてヘルメットを配付し、アンケートも併せて行う、札幌市の「自転車ヘ

ルメット普及促進モニター事業」に協賛しました。 

（（３３））幼幼児児のの事事故故防防止止事事業業  

   幼稚園、保育所、認定こども園等で結成されている「こぐまクラブ」の活動を支援するため、クラ 

ブ活動状況を紹介する「こぐまクラブ活動の手引き」を作成し、道内全幼稚園、保育所、認定こども 

園等に配布しました。 

 ・活動の手引き ２,０６０部 

（（４４））歩歩行行者者のの交交通通事事故故防防止止事事業業  

 歩行者とドライバーが相互の思いやりで安全で安心な北海道の横断歩道づくりを目指す「ハンドサ 

インでストップ運動」の推進に向けて、道警察等と連携し、様々な機会を活用し、周知しました。 

・ポケットティッシュ（ロゴマーク入り） １６，０００個 

 

６ 交通事故防止支援事業（高齢者の交通事故防止事業） 

（１）地区交通安全推進協議会や市町村等と連携して、高齢者に対し夜光反射材の有用性と効果を体験・

認識することにより、反射材の普及促進と事故防止を図りました。 

（２）園児を対象とした交通安全教室を通じて、「交通安全ぬりえ」(ダウンロード可)などを活用しながら、

世代間で交通安全について話し合う機会を作ることにより、交通安全意識の高揚を図りました。 

   ・５月１９日 ちびっこランド福住園（札幌市） 

（３）市町村が実施する「高齢者事故防止モデル事業」に必要な経費の一部助成を行い、高齢者の事故防

止を図りました。 

○助成先一覧                                 （単位：円） 

助成先 事業内容 助成額 

滝川市 各種夜光反射材の普及促進 １２，９００ 

砂川市 独居高齢者に交通安全パンフレットの配布 １０，０００ 

札幌市 夜光反射材やチラシの作成・配布 １００，０００ 

江別市 交通安全啓発事業で夜光反射材や資材の配布 ３２，７００ 

北広島市 街頭啓発や交通安全教室で夜光反射材やチラシの配布 ３３，６００ 

小樽市 交通安全講話及び夜光反射材の効果実演と配布による啓発 ４５，６００ 

共和町 講話、独居老人宅訪問、夜光反射材の配布及び高齢者歩行者無事故競争の実施 ３０，３００ 

苫小牧市 高齢者等の交通安全指導啓発、高齢者向け交通安全教室の開催 １００，０００ 

洞爺湖町 夜光反射材の配布、イベント等における指導・啓発活動 １０，０００ 

函館市 交通安全教室やイベントを通じ夜光反射材の配布 ７５，０００ 

木古内町 夜光反射材の配布 ８，８００ 

旭川市 交通安全教室及び啓発活動時のチラシの作成・配布 ３０，７００ 

中富良野町 交通安全パークゴルフ大会や敬老会時にチラシ等の配布 １０，０００ 

網走市 交通安全教室、敬老の集い時に夜光反射材等を配布 １７，９００ 

紋別市 高齢者世帯・高齢者施設訪問、講習時における夜光反射材等の配布 ２２，３００ 

美幌町 交通安全大会等を通じ、夜光反射材を配布 １７，０００ 

佐呂間町 交通安全教室、セーフティコール等で夜光反射材やチラシの作成・配布 １１，１００ 

新得町 講習会の開催と夜光反射材の配布 １６，０００ 

幕別町 出前講座を開催し、夜光反射材を配布 １０，０００ 

足寄町 交通安全教室で講話・夜光反射材やチラシを配布 １１，５００ 

標津町 高齢者の集い時に夜光反射材等を配布 １０，０００ 

合 計 ２１市町交通安全推進委員会 ６１５，４００ 
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第２ 交通遺児育英事業（公益目的事業２） 

１ 交通遺児就学助成事業 
（１）奨学金貸付事業 

道内の中学生、中等教育学校生、高等学校生、高等専門学校生（高等課程・専門課程）を対象に、

貸付を行っています。令和８年３月末日現在の奨学生は３７名（据置中１名、猶予中３名及び返還中

３３名）です。なお、制度創設の昭和５１年度から総計３８１件、貸付総額は２１９，８５５，００

０円となっています。 

（２）奨学金返還未納者調査  

返還未納者を確認するため、電話及び手紙による催促を行いました。  

（３）特例奨学金制度に基づく給付状況 

   貸付金返還中のうち２名が、令和７年度中に貸付額の７０％の返還に達し、当委員会から残りの３ 

  ０％に相当する額を給付（免除）し、返還を完了しました。 

   ・給付額合計 １，１５２，０００円 

  

２ 見舞金・給付金支給事業 
  交通遺児となった日から１年以内の１８歳未満の者に対して見舞金を、又、幼少期から中学生(中等教 

育学生含む)までの交通遺児に対して給付金を、それぞれ申請により支給しました。 

   ・見舞金  ４名 計   ４８０，０００円 

   ・給付金 ２８名 計 ３，０８０，０００円 

 

３ 資金造成事業 
  黄色い羽根街頭啓発活動時に必要な資材を実施市町村へ配付して、黄色い羽根募金活動に協力をしてい 

ただきました。 

 

４ 奨学生等募集事業 
 ア 本制度を広く周知するためにチラシを各市町村や学校、関係機関・団体に配布したほか、機関誌や 

ホームぺージ等において紹介しました。 

 イ 北海道警察の協力により、冊子「被害者の手引」へ掲載をしていただきました。 

 ウ 交通遺児の支援制度が全ての対象者に行き届くように、道内で交通遺児を支援する関係団体と連携 

し、それぞれの支援制度を取りまとめた資料を市町村・団体等へ情報提供しました。 

 エ 交通事故で亡くなられた２０代から概ね６０代の方の居住する市町村へも、支援制度について随時 

  周知しました。 

 

５ 広報啓発活動事業 
  機関誌「フレンドリー通信」は、機関誌「ゆっくり走ろう北海道」の誌面上に掲載し、交通遺児育英

事業の内容を提供しました。 

 ・８月、1月発行 各１１,０００部 

 

６ 称賛事業 
（１）寄付者への感謝状の贈呈 

   交通遺児育英事業へ寄付をいただいた次の団体等に対し、感謝状を贈呈しました。 

  ・一般社団法人空知建設業協会 

  ・八剣山パークゴルフ場 

  ・鹿追交通少年団 

  ・ライダーズミーティング in寿都実行委員会 

  ・北海道丸和桃太郎親睦会 

  ・建設産業交通安全推進北海道本部 

  ・一般社団法人札幌地区トラック協会南空知支部 

・全日本空輸株式会社（ＡＮＡオープンゴルフトーナメント大会） 

・函館西交通安全協会 

  ・小林豊子きもの学院北海道本部・北海道講師会 

   ・三井住友海上火災保険株式会社北海道中央支店ＭＳＡ 
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  ・全日本ロータス同友会北海道ブロック・函館支部 

（２）寄付者の広報媒体による掲載 

   朝日新聞（６月３０日）のほか、当委員会の機関誌やホームページ等でも掲載しました。 

（３）交通遺児への激励 

   交通遺児の皆さんを激励するために、レバンガ北海道ゼネラルマネジャーの桜井良太様の協力をい 

ただき、「みんなが応援しているよメッセージ」を贈呈しました。 

 

第３ 交通安全推進団体交付金事業（その他事業） 

１  地区活動の充実・支援 

ア 地区交通安全推進協議会の運営と地区管内の交通安全運動の推進に係る啓発資材作成等の支援を行い、 

その充実を図りました。 

イ 地区交通安全推進協議会が地域の実情にあった独自の交通安全活動を展開するため、必要な助成を行 

い、事業の推進に努めました。 

地   区 事業名 

空   知 新入学期における管内全高校生に対する交通事故防止のリーフレット配布活動 

石   狩 高齢歩行者・高齢運転者の交通事故防止啓発活動 

後   志 春の行楽期の交通安全運動 

胆   振 交通安全運動用チラシ作成事業 

日   高 飲酒運転根絶対策事業 

渡   島 七夕祭りに伴う夜光反射材普及促進事業及び自転車教室における啓発活動の実施 

檜   山 新成人及び新入学児童に対する啓発活動 

上   川 交通安全啓発事業（高齢者交通安全講習事業） 

留   萌 令和７年オロロンライン交通安全特別啓発事業 

宗   谷 交通死亡事故抑止事業 

オホーツク こどもと高齢者の事故防止事業 

十   勝 交通事故死ストップ十勝百日作戦 

釧   路 「飲酒運転根絶の日」、「夏の行楽期の交通安全キャンペーン」及び「バイクの日」街

頭啓発活動 

根   室 新入学期の交通安全運動啓発活動の実施及び国道 44 号線歩道橋交通横断幕の設置 

 

２  母親交通安全活動の強化 

   北海道交通安全母の会の事務局業務を行うほか、自主的に実施する交通安全事業を支援するために必

要経費の一部助成を行いました。 

 ア 「無事故の日」の啓発 

 イ 北海道交通安全母の会会長表彰の実施 

   長期にわたり交通安全運動の推進に尽力し、その功績が顕著な交通安全母の会の会員６名を表彰し

ました。 

 ウ 北海道交通安全母の会研修会の開催 

・１０月７日（札幌市）  

 エ 交通安全啓発活動の支援 

   交通安全母の会が実施する啓発活動時に必要な啓発資材を作成・配布して活動の支援を行いました。 

 

第４ 管理事業（法人会計） 
１ 社員総会の開催 

（１）開催日 ６月４日  

（２）場 所 札幌市（ホテルポールスター札幌） 

（３）会員総数 ２５８会員 

   出席会員 ２１９会員（うち委任状１８８会員） 

（４）議 題 

   報告事項 

    第１号報告 令和７年度事業計画書及び収支予算書の件 

   決議事項 
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    第１号議案 令和６年度事業報告及び決算報告承認の件 

    第２号議案 規則改正の件 

    第３号議案 役員の補充選任の件 

 

２ 理事会の開催 

【【第第１１回回】】  

（１）開催日 ５月１９日（書面開催） 

（２）議 題 

   報告事項 

    第１号報告 令和６年度特定資産運用結果の件 

   決議事項 

    第１号議案 令和６年度事業報告及び決算報告承認の件 

（３）決議内容 定款第３７条の規定に基づき、理事の全員が書面により同意 

 

【【第第２２回回】】  

（１）開催日 ３月５日 

（２）場 所 札幌市（北農健保会館） 

（３）出席者 

   理事総数 ３０名 

   出席理事 ２１名 

   出席監事  ２名 

（４）議 題 

   報告事項 

    第１号報告 令和８年度特定資産運用計画の件 

    第２号報告 会長、筆頭副会長及び副会長の職務執行状況の件 

    第３号報告 令和７年度交通遺児奨学部会委員選任及び決議事項の件 

   決議事項 

    第１号議案 会員の入会の件 

    第２号議案 令和７年度役員の補充選任の件 

    第３号議案 令和８年度事業計画書（案）及び収支予算書（案）の件 

    第４号議案 定款の変更、規則及び規程の改正の件 

    第５号議案 令和８年度給付金等募集定員及び選考基準の件 

    第６号議案 令和８年度役員改選の件 

    第７号議案 令和８年度定時社員総会の日時及び場所並びに目的事項の件 

   その他 

  

３ 幹部理事会の開催 
（１）開催日 １１月１７日 

（２）場 所 札幌市（札幌駅前ビジネススペース） 

（３）出席者 

   幹部理事数 ６名 

   出席理事  ４名（会長、筆頭副会長、副会長２名） 

   出席監事  ２名 

（４）議 題 

   報告事項 

    第１号報告 令和７年度事業経過報告の件 

    第２号報告 令和８年度予算要求（北海道補助金）に伴う要望等の件 

   協議事項 

    公益法人制度の改正に伴う計算書類並びに定款・諸規程等の見直しの件 

    令和８年度役員改選（方針案）の件 

    交通遺児育英事業の件（交通遺児給付金の見直し、交通遺児奨学部会委員の構成） 

    令和８年度事業の件 

    今後の日程（予定）の件 
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４ 交通遺児奨学部会の開催 
（１）開催日 ５月２６日 

（２）場 所 札幌市（札幌駅前ビジネススペース） 

（３）出席者 

   部会員総数 １０名 

   出席部会員  ８名 

（４）議 題 

   報告事項 

    第１号報告 令和６年度交通遺児奨学生の貸付・返還状況の件 

    第２号報告 令和６年度交通遺児見舞金・給付金の支給状況の件 

   議決事項 

    第１号議案 令和７年度交通遺児奨学生の採用の件 

    第２号議案 令和７年度交通遺児給付金の支給決定の件 

    

 


